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も く じ

菜の花大橋ウォークに
市民３００名が参加

新幹線開業に向け意識の高揚を
　市内の高架橋も全て連結し、レールの
敷設工事も順調に進んでいる北陸新幹線
飯山市工区では、新幹線飯山駅の駅舎デ
ザインも決定し、駅舎構内も少しずつ整
備が進んできました。
　飯山市・飯山市教育委員会・北陸新幹
線まちづくり市民協議会では、平成 27年
春の新幹線開通を目指して、市内のまち
づくり意識を高めていただくため、今こ
の時にしか実施できない「長峰トンネル・
菜の花大橋ウォーク」を飯山市公民館・
各地区公民館を主管として開催しました。

　

前
夜
の
雨
天
と
は
打
っ
て
変
っ

て
好
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
16
日
、

市
民
現
場
見
学
会
「
菜
の
花
大

橋
ウ
ォ
ー
ク
」
の
受
付
開
始
時
間

よ
り
１
時
間
も
早
い
朝
８
時
。
集

合
場
所
の
飯
山
市
公
民
館
前
に

は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
に

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、
中
に
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
た
い・

・

・

・

で
た
ち
の

参
加
者
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

３
年
後
に
迫
っ
た
新
幹
線
開

業
を
前
に
し
た
今
し
か
で
き
な
い

貴
重
な
体
験
と
あ
っ
て
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
申
し
込
ま
れ
た
方
は
約

４
５
０
名
。
そ
の
う
ち
抽
選
で
選

ば
れ
た
６
歳
か
ら
96
歳
ま
で
の
皆

さ
ん
３
０
０
名
が
、
北
陸
新
幹
線

第
５
千
曲
川
橋
り
ょ
う
（
菜
の
花

大
橋
）
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
み

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
公
民
館
前
で
の
開

会
式
や
準
備
運
動
の
あ
と
、
整
備

が
進
む
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
を

眺
め
な
が
ら
、
新
幹
線
飯
山
駅
建

設
現
場
ま
で
徒
歩
で
移
動
し
、
新

幹
線
駅
最
上
層
で
足
立
市
長
と
の

記
念
撮
影
の
あ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
工
事
の
都
合
に
よ
り
、

レ
ー
ル
の
連
結
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
ト
ン
ネ
ル
内
に
は
入
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
新
幹
線
飯
山
駅
構

内
や
レ
ー
ル
敷
設
の
進
む
ト
ン
ネ

ル
出
口
付
近
な
ど
で
は
、
鉄
道
運

輸
機
構
の
皆
さ
ん
か
ら
工
事
に
つ

い
て
の
説
明
や
、
菜
の
花
大
橋
の

中
間
付
近
で
は
、
特
別
に
設
置
し

て
い
た
だ
い
た
展
望
台
か
ら
眺
望

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
普
段

目
に
で
き
な
い
新
幹
線
の
建
設
現

場
を
見
学
し
な
が
ら
、
約
４
㌔
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
、
新
幹
線

開
通
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

委員長
丸山茂彦さん
（新町）

委員長職務代理者
中澤繁男さん
（五荷）

委　員
吉越和則さん
（関沢）

委　員
渡邉喜久男さん
（桑名川）

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
が
決
定

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
９
月
定

例
議
会
で
の
選
挙
に
よ
り
新
し
い

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
新
し
い
選
挙
管
理
委

員
会
の
体
制
は
次
の
と
お
り
と
な

り
、
任
期
は
、
平
成
23
年
10
月

11
日
か
ら
平
成
27
年
10
月
10
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
10
月
11
日
に
は
、
退
任
さ

れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
へ
の

感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、
足

立
市
長
か
ら
は
、
重
責
を
担
わ
れ

た
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
言
葉
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

飯山市選挙管理委員会新体制

飯
山
市
教
育
委
員
会
新
た
な
体
制
に

　

飯
山
市
教
育
委
員
と
し
て
平

成
15
年
10
月
８
日
か
ら
、
２
期

８
年
に
渡
り
尽
力
さ
れ
た
坂
東
里

夏
さ
ん
（
新
町
）
が
任
期
満
了
さ

れ
る
に
伴
い
、
新
教
育
委
員
と
し

て
樋
口
一
男
さ
ん
（
福
寿
町
）
が
、

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
任
命
同

意
さ
れ
、
飯
山
市
教
育
委
員
会
が

新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
教
育
委
員
長
に
は
長
瀨

哲
さ
ん
が
、
教
育
委
員
長
職
務
代

理
者
に
は
田
中
妙
子
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
飯
山
市
教
育
委
員
会
】

（
敬
称
略
）

　
教
育
委
員
長　
長
瀨　
哲

　
職
務
代
理
者　
田
中
妙
子

　
教
育
委
員　
山
﨑
秀
美

　
教
育
委
員　
樋
口
一
男
（
新
任
）

　
教　
育　
長　
土
屋　
稔

新任教育委員
樋口一男さん
（福寿町）

10 月 11日の退任式では、退任された坂東里夏さん（写真
一列目左から２番目）に足立市長から感謝状が手渡された

（退任者：写真一列目左から）
齊藤立夫さん　田中繁男さん　山本幸治さん　酒井博文さん

建設中の駅構内をぬけ、上層部へ移動する参加者

レールの敷設が進むトンネル出口付近では、
鉄道運輸機構の皆さんによる説明が行われた

市内の放射線量測定結果 平成23年11月2日実施

【お問い合わせ】市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191・192

測定場所 測定時刻 天気 測定結果 7/29 測定値

市役所 屋上 10：43 晴れ 0.08 0.08
地上１ｍ 10：53 晴れ 0.09 0.07

城北中学
校校庭

地表面 12：47 晴れ 0.08 0.08
地上 50cm 12：41 晴れ 0.08 0.08
地上 1m 12：36 晴れ 0.07 0.07

城南中学
校校庭

地表面 9：43 晴れ 0.09 ー
地上 50cm 9：37 晴れ 0.09 ー
地上 1m 9：32 晴れ 0.08 ー

■空間放射線量測定結果 （単位：μSv/h）

測定結果は、健康に影響のない値
　11 月 2日、県による空間放射線量の測定が市内３施設で行われ、下表のとおり
健康に影響のない結果となりました。また今回は、周辺より放射線量の高い可能性
がある地点も測定した結果、右表のとおり除染等必要な場所はありませんでした。
　市では、市民の皆さんの安心・安全を確保するため、11月中に市内保育園・幼稚園、
小学校、各地区活性化センターにおいても順次測定を行う予定です。

測定場所 測定結果 

市役所

雨どい下地表 0.12
雨どい下 1m 0.09
側溝地表 0.09
側溝 1m 0.08
草地等地表 0.09
草地等 1m 0.07

城　北
中学校

雨どい下地表 0.14
雨どい下 1m 0.10
側溝地表 0.10
側溝 1m 0.09
草地等地表 0.08
草地等 1m 0.08

城　南
中学校

雨どい下地表 0.09
雨どい下 1m 0.07
側溝地表 0.15
側溝 1m 0.11
草地等地表 0.08
草地等 1m 0.08

■空間放射線量の高い可能性の
　ある場所の測定結果 （単位：μSv/h）

今しかできない貴重な体験を
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「（仮）飯山ぷらざ」
建設に関する中間報告

足
立
市
長
へ
中
間
報
告
書
提
出

　
５
月
16
日
に
発
足
し
た
「（
仮
）

飯
山
ぷ
ら
ざ
」
建
設
検
討
委
員

会
（
委
員
長
：
真
野
洋
介
東
京
工

大
准
教
授
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
６

回
の
会
議
視
察
等
を
重
ね
、
施
設

新幹線飯山駅

飯山赤十字病院

飯山警察署

飯山市役所

現 JR飯山駅

候補地①
市役所周辺
（市役所第2駐車場・
　保健センター南側）

候補地②
現飯山駅西側
（片山稲荷下）

候補地③
新飯山駅東側
（土地区画整理区域内）

「（仮）飯山ぷらざ」建設候補地の位置

⇨10月18日に行われた、「（仮）
飯山ぷらざ」建設検討委員会建
設候補地現地視察では、施設規
模等の参考とするため、現飯山
市民会館を最初に視察した。

建
築
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
規
模
、
建

設
候
補
地
な
ど
こ
れ
ま
で
の
検
討

結
果
や
課
題
を
盛
り
込
ん
だ
中

間
報
告
書
を
ま
と
め
、10
月
24
日
、

足
立
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
以
下
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

中
間
報
告
の
概
要

　

委
員
会
で
は
、
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
に
示
し
た
役
割
を
一
層
高
め
る

た
め
、
付
加
機
能
を
併
せ
持
っ
た

複
合
施
設
を
基
本
条
件
と
し
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
間
報
告
で
は
、
こ
れ
ま
で
検

討
さ
れ
た
協
議
内
容
と
６
月
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ

ま
え
た
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

施
設
の
機
能

【
芸
術
・
文
化
機
能
】

①
ホ
ー
ル
施
設

　

現
市
民
会
館
の
利
用
状
況
な

ど
か
ら
検
証
す
る
と
、
ホ
ー
ル
は

大
規
模
な
催
事
、
演
劇
、
コ
ン

サ
ー
ト
に
活
用
す
る
舞
台
・
音
響

設
備
が
整
っ
た
５
０
０
〜
６
０
０

席
規
模
の
ホ
ー
ル
。
市
民
活
動
を

中
心
に
発
表
会
、
軽
音
楽
、
軽
運

動
な
ど
に
活
用
で
き
る
２
０
０
〜

３
０
０
席
規
模
の
ホ
ー
ル
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
ホ
ー
ル
機
能
を
１
つ
の
ホ
ー
ル
、

あ
る
い
は
大
・
小
２
つ
の
ホ
ー
ル

で
賄
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
利
点
や
課
題
も
あ
り
、
こ
の
機

能
を
具
体
化
さ
せ
る
に
は
、
建
設

場
所
と
建
設
費
と
の
検
証
が
不
可

欠
で
、
維
持
管
理
の
面
か
ら
も
十

分
な
検
討
が
必
要
で
す
。

②
付
属
施
設

　
ホ
ワ
イ
エ
（
ロ
ビ
ー
空
間
）・
楽

屋
・
リ
ハ
ー
サ
ル
室
・
応
接
室
・

展
示
室
な
ど
ホ
ー
ル
関
連
施
設
の

側
面
と
と
も
に
、
誰
も
が
気
軽
に

使
え
る
練
習
場
所
の
確
保
や
防

音
機
能
を
備
え
た
練
習
室
、
親
子

鑑
賞
室
な
ど
、
市
民
の
主
体
的
な

芸
術
・
文
化
活
動
を
支
え
、
気
軽

に
使
用
で
き
る
場
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
利
便
性
を
高
め

る
、
駐
車
場
や
広
場
な
ど
十
分
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
屋
外
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
複
合
的
な
活
用
に
も

対
応
で
き
る
工
夫
も
必
要
で
す
。

【
交
流
・
に
ぎ
わ
い
機
能
】

・
屋
内
の
機
能

□
会
議
室
な
ど
交
流
で
き
る
場

□
親
子
が
触
れ
合
え
る
場

□
店
舗
や
企
業
参
入
に
よ
り
市
民
が

　
立
ち
寄
れ
る
場

□
運
動
設
備
な
ど
健
康
づ
く
り
の
場

□
展
示
室
な
ど
学
習
発
表
の
場

□
観
光
案
内
な
ど
情
報
の
場

･

屋
外
の
機
能

　

水
辺
、
遊
具
、
緑
地
、
ス
ポ
ー
ツ

設
備
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
広
場

・
行
政
施
設

　

子
育
て
支
援
や
行
政
手
続
き
な

ど
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
場

・
そ
の
他
の
機
能

施
設
管
理

　

施
設
の
運
営
・
管
理
に
あ
た
っ

て
は
、
建
設
段
階
か
ら
市
民
と
と

も
に
創
り
育
て
る
新
た
な
仕
組
み

づ
く
り
を
構
築
し
、
専
門
性
を

持
っ
た
人
材
の
確
保
と
運
営
体
制

を
つ
く
る
な
ど
民
間
の
活
力
を
導

入
し
て
、
効
率
性
と
飯
山
の
魅
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
運
営
管
理
の
手
法

　
「
指
定
管
理
制
度
」
な
ど
民
間

の
活
力
や
方
策
を
導
入
し
、
市
民

と
と
も
に
行
う
。

□
運
営
・
維
持
管
理

　

市
民
が
利
用
し
や
す
い
施
設
を

第
一
に
、
持
続
可
能
な
財
源
計
画

が
必
要
と
考
え
る
。

・
身
の
丈
に
あ
っ
た
長
期
的
な
事

業
運
営
経
費
、
維
持
管
理
経
費

の
確
保

・
企
業
メ
セ
ナ
※
の
活
用

・
適
正
な
料
金
設
定
お
よ
び
減
免

基
準
の
設
定

・
効
果
的
自
主
事
業
と
市
民
活
動

に
対
す
る
支
援

　

飯
山
市
で
は
、
今
回
の
中
間

報
告
を
も
と
に
、
各
地
区
ご
と
に

行
っ
た
市
民
説
明
会
で
の
ご
意
見

を
参
考
と
し
て
建
設
計
画
を
決
定

す
る
予
定
で
す
。

【
中
間
報
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

飯
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
】

【総合学習センター】
 飯山市公民館
 市立飯山図書館
 飯山市美術館
 女性センター未来
 飯山市ふるさと館

　

ホ
ー
ル
や
ホ
ワ
イ
エ
か
ら
中
庭

に
通
じ
る
一
体
的
な
空
間
を
整
備

し
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多

様
な
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
場

建
設
候
補
地

　

新
幹
線
開
業
効
果
や
ま
ち
な

か
活
性
化
の
効
果
が
期
待
で
き
る

飯
山
市
街
地
か
ら
選
定
し
検
討

を
行
っ
た
結
果
、
新
幹
線
駅
周

辺
２
カ
所
と
市
役
所
周
辺
１
カ
所

の
計
３
カ
所
を
候
補
地
と
し
ま
し

た
。（
下
図
参
照
）

　

建
設
地
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、

建
設
財
源
で
あ
る
過
疎
債
の
計
画

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
お
い
て
、
用
地

確
保
に
必
要
以
上
の
時
間
を
か
け

ら
れ
な
い
こ
と
や
用
地
取
得
に
多

大
な
経
費
を
か
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
考
慮
が
必
要
で
す
。

※
企
業
が
資
金
等
を
提
供
し
、
文
化
・
芸
術
活
動
を
支
援
す
る
こ
と

　
（
企
業
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
公
演
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
）

【歴史・風土】
　シンプルで機能的デザインを基本とし、歴史・風土が感じ
　られ、風景の一部として市民が誇れる施設

【景観・住居環境】
　周囲の山並みとの景観や居住環境に配慮したデザインと
　し、新駅や中心商店街、寺町などとの連続性に考慮する

【環　境】
　自然エネルギーの有効活用や環境に配慮した設備・構造を
　採用し、維持管理経費のかからない長く使用できる施設

【ユニバーサルデザイン】
　子どもから大人まで、誰もが使いやすく利用しやすい、ユ
　ニバーサルデザインに基づく施設

【災害対策】
　自然条件を考慮した雪に強い施設とし、過去の災害を教訓
　に、災害時の避難所機能を持つ施設

質の高い音楽環境が整った　　　
 【芸術・文化振興の拠点】
　　市の催事、演劇、コンサート等に対応する音楽環境の整った
　　ホールを設置。市民の豊かな感性が磨かれる施設とする

市民が集い、活気あふれる　　　
 【まちの交流拠点】　　　
　　多くの市民が集い、芸術 ･文化活動に加え、教育・娯楽・健
　　康など多面的な活用ができる「まちの交流拠点」　　

飯山市の魅力を発信する　　　　
 【にぎわいの拠点】　　　
　　大会や地域イベント開催をはじめ、飯山の魅力を発信する観
　　光事業や展示会などの場として、企業なども活動できる場

基本コンセプト（基本理念）

ー デ ザ イ ン ー 基本コンセプトの実現に施
設のデザインを高める観点

足立市長への報告では、検
討経緯など意見交換された
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　例年多くの方に来場いただいて
いる「農のまつり」。今は、毎年
好評の新米おにぎりやキノコ汁、
新そばに加え、つきたてのおもち
もふるまいます。
　また、農産物の直売や農業を
テーマとした作文・図画の表彰、
米粉の引き換え、パネル展示によ
る下高井農林高校の活動紹介、戸
狩小学校音楽クラブの演奏など農
業を楽しめる催しをご用意してい
ます。
　今年は地震や豪雨など大きな災
害が発生し、「実り」のありがた
さを実感した１年となりました。
　収穫できることの大切さをかみ
しめ、いっしょに喜びを分かち合
いましょう。
　多くの皆さんのご来場をお待ち
しています。

農
の
ま
つ
り

　　　　　　【お問い合わせ】飯山市農業委員会事務局 62-3111 内線 262

　
た
だ
い
ま
、
平
成
24
年
度
版
の

新
農
家
暦
等
の
購
入
希
望
を
受

付
け
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

品
物
に
つ
い
て
は
市
役
所
に
届

き
次
第
、
お
申
込
さ
れ
た
方
へ
ご

連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
代
金
を

新
農
家
暦
・
農
業
日
誌
を
販
売
し
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
】
農
林
課  

振
興
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

ご
持
参
の
う
え
、
農
林
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
販
売
内
容(
各
一
冊)

　
新  

農  

家  
暦　
　
４
９
０
円

　
農  

業  

日  
誌　
１
４
７
０
円

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌　
１
４
７
０
円

■
申
込
締
切　
12
月
２
日
㈮

■会場　トピアホール
　　　　　（飯山市大字豊田）農農農農農農

こ
と
し
の
実
り
に
感
謝
し
て

／1127㊐ 午前 10時
～午後３時

■日時
信
濃
路
は  

ゆ
と
り
と
笑
顔
と  

ゆ
ず
り
あ
い

年末の交通安全運動

　冬季は日没が早くなり、夕暮れ時か
ら夜間にかけての交通事故の増加が予
想されるほか、積雪・凍結による道路
環境の悪化、忘年会等の飲酒機会の増
加など、重大事故の多発が懸念されま
す。
　交通安全思想の普及・浸透を図り、
交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践を呼びかけ、交通事故防止の徹
底を図ることを目的に「年末の交通安
全運動」を実施します。

■期　間
　12月11日㊐ ～ 12月31日㊏

■運動の重点
　○高齢者の交通事故防止
　○飲酒運転の根絶
　○夕暮れ時と夜間の歩行・横断中、
　　自転車乗用中の交通事故防止
　○全ての座席のシートベルトとチャ
　　イルドシートの正しい着用の徹底

県下一斉街頭活動
12 月 12日（月）・22日（木）

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

長
野
地
方
法
務
局 

飯
山
支
局 

☎
62
２
３
０
２

　
　
　
　
　
　
　

  

人
権
政
策
課  

人
権
同
和
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
０

「
み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀
」

―
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち  

育
て
よ
う  

思
い
や
り
の
心―

人
権
・
悩
み
事
相
談
所
開
設

　

12
月
４
日
㈰
か
ら
10
日
㈯
は
、

第
63
回
人
権
週
間
で
す
。
人
権

週
間
中
は
人
権
・
悩
み
事
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
、
虐
待
」
な
ど
、
子

ど
も
に
関
す
る
問
題
、
家
庭
内
の

問
題
、
近
所
の
も
め
事
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
毎

日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
お
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
お
悩
み

の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く

守
ら
れ
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
事
は

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
を

　

飯
山
市
で
は
６
名
の
方
に
人
権

擁
護
委
員
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
飯
山
市
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

　

関　

保
典
（
常
盤
）

　

小
林
友
子
（
木
島
）

　

水
野
敏
子
（
太
田
）

　

江
尻
ふ
さ
子
（
岡
山
）

　

高
橋
秀
樹
（
秋
津
）

　

滝
沢
周
一
（
飯
山
）

■
法
務
局
で
は
常
時
、
面
接
・
電

話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
月
〜
金　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０―
０
０
７―

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０―

０
７
０―
８
１
０

人権・悩みごと相談所開設日
期　日 時　間 会　場

12月 2日㈮ 9:00 ～ 15:00 法務局 飯山支局
12月 5日㈪ 9:00 ～ 12:00 栄村総合庁舎
12月 5日㈪ 9:00 ～ 12:00 野沢温泉村公民館
12月 6日㈫ 9:00 ～ 15:00 中野市人権センター
12月 7日㈬ 9:00 ～ 12:00 木島平村 福寿苑
12月 9日㈮ 9:00 ～ 15:00 山ノ内町地域福祉センター

どこの会場においでいただいても結構です

長
期
間
の
人
権
活
動
に
対
し
感
謝
状
を
贈
呈

　

長
期
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委

員
を
勤
め
ら
れ
た
４
名
の
皆
さ
ん

へ
は
、
法
務
大
臣
お
よ
び
長
野
地

方
法
務
局
長
よ
り
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
、
10
月
24
日
、
飯
山
市
役

所
に
お
い
て
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

五
島
支
局
長
よ
り
感
謝
状
の
伝

達
、
深
澤
飯
山
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
長
よ
り
記
念
品
の
贈
呈
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
足
立
市
長
か
ら

は
、
長
期
に
わ
た
る
ご
活
躍
に
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

退任された４名の皆さんは、長期
の任期を全うされた

１
０
０
羽
未
満
の
家
き
ん
等
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

飼
養
状
況
の
把
握
に
つ
い
て

【
お
問
い
合
わ
せ
・
報
告
先
】

　
　
長
野
家
畜
保
健
衛
生
所 

☎
０
２
６-

２
２
６-

０
９
２
３

　
　
飯
山
市
役
所 

農
林
課 

振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
１
０
０
羽
未
満
の
家

き
ん
等
（
ペ
ッ
ト
含
）
を
飼
っ
て

い
る
方
は
、
そ
の
種
類
と
羽
数
等

を
年
に
１
回
県
知
事
に
報
告
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

家
畜
保
健
衛
生
所
ま
で
ご
報
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
現
在

１
０
０
羽
以
上
飼
っ
て
い
る
方
で

も
、
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
の
通

知
等
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
報

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
万
が
一
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
が
発
生
し
た
場

合
は
、
飼
養
羽
数
が
少
な
い
場
合

で
も
、
殺
処
分
、
通
行
遮
断
、
移

動
制
限
な
ど
、
長
期
間
に
わ
た
る

消
毒
ポ
イ
ン
ト
設
置
等
の
防
疫
措

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
家
き
ん
等
と
は
、
鶏
、
ア
イ
ガ
モ
、

ア
ヒ
ル
、
ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
お
よ
び
七
面
鳥

7  市報いいやま/11.11

【
お
問
い
合
わ
せ
】
企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１・３
９
２

平
成
22
年
国
勢
調
査
結
果

確
報
値
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
国
勢

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で

実
施
さ
れ
た
平
成
22
年
度
国
勢

調
査
の
確
報
値
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成 22年
国勢調査

（参　考）
平成 17年
国勢調査

世 帯 数 7,694 7,802
人口総数 23,545 24,960
男 11,324 11,947
女 12,221 13,013

平成22年10月1日実施
国勢調査結果確報値

飯山城址公園の整備のため飯山城址公園の整備のため
飯山城の関係資料を

お貸しください
【お問い合わせ・ご連絡先】

まちづくり課 まち並整備係 ☎ 62-3111 内線 244・245

人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
る
飯
山
市
研
究
集
会

■日時

13:30 ～
■場所（入場無料）
飯山市公民館

「
忘
れ
え
ぬ
出
会
い

　
〜
番
組
制
作
の
現
場
か
ら
」

講
師　
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信
越
放
送
（
制
作
部
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

野
沢
喜
代　
さ
ん

12月10日㊏

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
る
飯
山
市
研
究
集
会
実
行
委
員
会 

☎
63
３
０
０
５

　城山公園整備計画策定のため、
飯山城の昭和初期以前の歴史資料
を探しています。特に本丸に存在
した二重櫓（やぐら）などの建築
物に関する当時の写真や建築様式
が分かる資料をお持ちの方はご連
絡をお願いいたします。
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市
税
の
滞
納
は
、
市
の
事
業
や

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
う
え
で
大

き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。

　

12
月
は
年
末
収
納
強
化
月
間

で
す
。
未
納
者
の
お
宅
や
勤
務
先

に
市
職
員
が
電
話
や
訪
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

税
の
公
平
性
確
保
の
た
め
、
悪

質
な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、動
産・

不
動
産
・
預
貯
金
な
ど
の
財
産

や
、
債
権
、
給
与
等
の
差
押
え
な

ど
、
毅
然
と
し
た
態
度
で
滞
納
処

分
を
進
め
て
い
ま
す
。
納
付
書
や

12
月
は
年
末
収
納
強
化
月
間

納
期
限
内
の
納
税
に
ご
協
力
を

日曜納税窓口のご案内
　毎月最終日曜日、日曜納税
窓口で納税ができます。11月、
12月の予定は次のとおりです。
■期 日　11 月 27日（日）
　　　　  12 月 25日（日）
■時 間　8:30 ～ 17:00
■場 所　市役所　税務課窓口

【
お
問
い
合
わ
せ
】
税
務
課 

収
税
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３・１
６
６

振
替
口
座
の
残
額
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
納
期
限
内
の
納
税
に
一
層

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

TAX  information

個人住民税の特別徴収とは
　従業員の方（納税者）が直接市町村に個人住民税を
納付（普通徴収）するのではなく、事業所（者）が毎
月の給与から天引きして納付する制度です。

【納税者（従業員）にとっても利点があります】
・金融機関へ納税に出向く手間を省くことができます。
・普通徴収は、年間税額を 4回に分けて納めるのに対し、
特別徴収は毎月の給与からの天引きなので 12回に分け
納税していただきます。これにより納税者の１回の納
税額が少なくなります。

【事業者の皆さんの面倒な手続きは必要ありません】
　個人住民税は、所得税の源泉徴収のような個別の税
額計算や年末調整の事務の必要はなく、飯山市が税額
計算を行い事業者へお知らせします。事業者は毎月の
給与から税額を天引きし、納めていただきます。

　平成 24年度から個人住民税の特別徴
収を実施される場合は、平成 24年 1月
31 日までに提出する、給与支払報告書
の提出方法が変更になります。

事業所（者）の皆さんへ
市・県民税 特別徴収のお願い

　【お問い合わせ】税務課 市民税係 ☎ 62-3111 内線 161・162

　長野県と県内全市町村が共同し、給与所得者の個人住民税につ
いて、特別徴収（給与から天引き）推進に取り組んでいます。特
別徴収を実施されていない事業所（者）の方は来年度からの個人
住民税の特別徴収の導入をお願いいたします。

①給与支払報告書提出
②税額の計算
③特別徴収税額の通知

特別徴収納税のしくみ

② 税額の計算

①③⑥

④⑤

TAX  information税

④特別徴収税額の通知
⑤給与からの税天引き
⑥税の納入

税 務 課

社 長

給与支払者
（特別徴収義務者）

給与所得者
（納税義務者）

飯　山　市

【
お
問
い
合
わ
せ
】
信
濃
中
野
税
務
署 

☎
０
２
６
９
㉒
３
１
５
１

個
人
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

■
農
業
所
得
関
係

・
日
時　
12
月
６
日
㈫

　
　
　

 

午
前
10
時
〜

・
会
場　
飯
山
市
公
民
館 

講
堂

■
営
業
・
不
動
産
所
得
関
係

・
日
時　
12
月
６
日
㈫

　
　
　

 

午
後
２
時
〜

・
会
場　
飯
山
市
公
民
館 

講
堂

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
の

　

確
定
申
告
不
要
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か

ら
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ

り
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
以
上
に
該
当
す
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
は

必
要
で
す
。

「
終
末
期
の
ケ
ア
」講
演
会　

終
末
期
ケ
ア
の
目
的
は
、
死
に
直
面
し
た
人
が
、
身
体
的
な
苦
し
み
や

心
の
悩
み
を
超
越
し
て
「
生
き
て
い
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
人
生
に
対
す

る
満
足
と
感
謝
の
気
持
ち
で
死
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
講
演
会
を
通
じ
て
、
自
分
や
家
族
な
ど
の
終
末
期
を
考
え
、
終
末

期
の
支
援
や
ご
本
人
の
尊
厳
を
考
え
る
機
会
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■日　時
　12月 14日（水）
　午後１時 30分～３時
■場　所
　飯山市保健センター２階

「
終
末
期
の
ケ
ア
」

そ
の
人
ら
し
い
最
期
を
支
え
る
と
は

講　
師　
飯
山
赤
十
字
病
院

　
　

 　

看
護
部
長　

小
平
恵
子　
氏

【
お
問
い
合
わ
せ
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３

平
成
23
年 

生
活
の
し
づ
ら
さ
に
関
す
る
調
査

（
全
国
在
宅
障
害
児
・
者
等
実
態
調
査
）
実
施
に
つ
い
て

　
こ
の
調
査
は
、
県
が
実
施
主
体

と
な
り
、
市
内
の
一
部
の
地
域
に

て
、
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い

る
在
宅
の
方
や
、
障
害
者
手
帳
は

所
持
し
て
い
な
い
が
長
引
く
病
気

や
け
が
な
ど
に
よ
り
生
活
の
し
づ

ら
さ
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
生
活

実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
全
国
の

市
区
町
村
で
実
施
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

　
調
査
結
果
は
、
政
府
が
制
定
を

目
指
し
て
い
る
障
害
者
総
合
福
祉

法
（
仮
称
）
を
検
討
す
る
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
地
域
の
世
帯
に

は
、
11
月
中
旬
に
調
査
員
が
『
調

査
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
』
を
調

査
地
区
全
世
帯
の
郵
便
受
け
な
ど

に
投
函
し
、
12
月
上
旬
に
調
査
員

が
訪
問
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
の
事
項

　

日
常
生
活
の
し
づ
ら
さ
の
状

況
、障
害
の
状
態
、障
害
者
手
帳・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
、
日

常
生
活
上
の
支
援
の
状
況
、
日
中

活
動
の
状
況
、
外
出
の
状
況
、
家

計
の
状
況
な
ど

親と子のいきいき講座

キャロリンさんと
ハロウィンパーティー

□日　　時
　11月 27日（日）午前 10時～
□場　　所
　飯山市公民館　料理室・和室
□対　　象
　ひとり親家庭の方（参加費無料）
□申込期限
　11月 18日（金）まで

　飯山市国際交流員のキャロリンさん
と、アメリカのお菓子「パンプキンブ
レッド」を作りましょう。
　お子さんにはプレゼントもあります。

【お申し込み・お問い合わせ】
飯山市母子寡婦福祉協会（市役所内） ☎ 62-3111内線 171

Halloween
Party

ハロウィンパーティー

Halloween
Party

ハロウィンパーティー

Halloween
Party

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
全
て
の

方
を
対
象
に
、
心
身
の
状
況
や
日

常
生
活
の
様
子
な
ど
を
う
か
が
う

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
配
布

い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

25
項
目
の
質
問
に
「
は
い
」「
い
い

え
」
で
答
え
て
い
た
だ
く
も
の
で
、

そ
の
結
果
、
介
護
予
防
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
、
介
護
予

防
教
室
へ
の
参
加
を
お
勧
め
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
さ
れ

た
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
12

月
20
日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３・１
８
６

提
出
は
12
月
20
日
ま
で
に
各
組
長
さ
ん
ま
で

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
つ
い
て

　
な
お
、
介
護
予
防
教
室
は
、
平

成
24
年
４
月
よ
り
開
催
す
る
予

定
と
し
て
お
り
、「
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
郵
送
に
て
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

■
対
象
者　

65
歳
以
上
の
方

　
（
介
護
認
定
者
は
除
く
）

基本チェックリスト

基本チェックリスト

調査員
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に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

の
ご
み
出
し
は
、
早
朝
除
雪
が
終

了
し
た
後
に
所
定
の
位
置
に
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
へ
は
雪
を
出
さ
な
い
で

や
む
な
く
出
し
た
ら
片
付
け
を

　

や
む
を
得
ず
雪
を
出
す
と
き

は
、
路
肩
に
雪
を
積
み
上
げ
る
な

ど
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
速
や
か

に
排
雪
し
て
、
通
行
の
障
害
に
な

ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
ハ
ン
ド
ロ
ー
タ
リ
ー
車
で

積
ま
れ
た
路
面
の
雪
は
締
ま
っ
て

い
る
た
め
、
一
般
通
行
の
支
障
と

な
る
と
共
に
除
雪
作
業
の
妨
げ
に

も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
に
面
し
た
屋
根
に

は
、
雪
が
道
路
に
落
ち
な
い
よ
う

雪
止
め
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を

し
て
い
た
だ
き
、
積
雪
が
多
い
場

合
は
片
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

側
溝
の
フ
タ
を
開
け
た
ま
ま

放
置
し
な
い
で

　

側
溝
の
フ
タ
を
開
け
て
雪
を
入

れ
た
後
、
開
け
た
ま
ま
に
し
て
い

る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
が
転
落
す
る
な
ど
、
大

き
な
事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
使
っ
た
後
は
必

ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

作
業
中
の
除
雪
車
に

近
寄
ら
な
い
で

　

冬
は
、
雪
に
よ
る
死
角
が
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
道
路
で
は
、

安
全
を
十
分
に
確
認
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
作
業
中
の
除
雪
車

に
は
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
お
子
さ
ん
は
大

き
な
除
雪
車
に
興
味
を
持
ち
、
近

寄
り
た
が
り
ま
す
の
で
、
近
づ
け

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

踏
切
の
通
行
規
制

　

JR
飯
山
線
で
は
、
線
路
内
の
除

雪
を
行
う
た
め
、
数
ヵ
所
の
踏
切

を
冬
期
間
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

ま
た
、
通
行
で
き
る
踏
切
も
両
側

に
雪
が
積
も
り
視
界
が
狭
く
な
り

ま
す
の
で
、十
分
安
全
確
認
を
行
っ

て
か
ら
通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

道
路
に
出
て
い
る

樹
木
等
の
管
理
に
つ
い
て

　

市
内
で
は
、
道
路
や
歩
道
に
樹

木
な
ど
が
張
り
出
し
、
歩
行
者
や

自
動
車
等
の
通
行
の
支
障
に
な
っ

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
降
雪
期
を
迎
え
、
張

り
出
し
た
木
や
枝
等
か
ら
の
落
雪

に
よ
る
損
傷
事
故
が
心
配
さ
れ
ま

す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
も
、

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
た
樹
木

等
の
伐
採
に
所
有
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

飯
山
駅
南
側
駐
車
場
の
排
雪

　

大
型
重
機
に
よ
る
JR
飯
山
駅

南
側
駐
車
場
の
除
雪
を
行
っ
て
い

ま
す
。
作
業
の
支
障
に
な
ら
な
い

よ
う
に
夜
間
は
駐
車
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
隣
接
す
る
駐
輪

場
は
、
冬
期
間
は
閉
鎖
し
ま
す
。

思
い
や
り
の
心
で
…

　

お
互
い
が
思
い
や
り
の
心
で
、

雪
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
な
い
明
る

い
気
持
ち
で
春
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

　市では消雪施設の電力料金削減のため、
消雪パイプの井戸電源は融雪用電力契約を
行っています。
　融雪用電力契約
とは、１日のうち
２時間の電力遮断
を行うことにより
年間を通して電力
料金の削減が図れ
る有利な契約方法
です。ご理解をお
願いします。

電力停止による消雪パイプ散水休止時間
　　概ね　午前 11時 ～ 12時（1時間）
　　 　 　 午後 1 時 ～ 2 時（1時間）

【消雪パイプの稼動休止にご理解を】

ご理解ご協力をお願いします

今冬の除雪体制
思いやりの心で快適な冬を

　市では、本格的な降雪シーズンに備え、
12月１日に除雪対策本部を設置して体制を
整え、除雪機械をフル稼働させて生活道路の
確保にあたります。
　降雪期は、雪の片付けなど苦労する面が多
くありますが、お互い思いやりの心で快適な
冬を過ごしましょう。

 【お問い合わせ】飯山市除雪対策本部 ☎ 62-3111内線 610

本格的な降雪シーズン到来

除
雪
路
線
、
除
雪
延
長
と
も
に

昨
年
水
準
を
維
持

　
各
地
区
で
開
催
し
て
い
る
克
雪

活
動
推
進
協
議
会
で
は
、
生
活
弱

者
世
帯
の
安
全
確
保
や
冬
の
暮
ら

し
を
明
る
く
す
る
た
め
、
市
民
と

行
政
の
協
力
体
制
、
除
雪
路
線
な

ど
の
確
認
と
要
望
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。

　

市
内
の
道
路
除
雪
は
、
原
則

と
し
て
国
・
県
道
を
北
信
建
設
事

務
所
が
、
市
道
を
市
役
所
が
受
け

持
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
で
き

る
だ
け
応
え
る
た
め
、
今
冬
の
除

雪
路
線
、
除
雪
延
長
は
、
昨
年
の

水
準
を
維
持
し
て
お
り
、
合
計
81

台
の
除
雪
機
で
皆
さ
ん
の
冬
期
間

の
生
活
路
線
を
確
保
し
ま
す
。

　

除
雪
は
雪
と
い
う
自
然
相
手
の

仕
事
で
す
。
朝
方
の
集
中
的
な
降

雪
、
予
想
外
の
大
雪
や
、
重
い
雪

質
の
時
は
、
通
勤
通
学
の
時
間
帯

を
考
慮
し
、
午
前
７
時
を
め
ど
に

１
車
線
を
確
保
し
、
２
次
除
雪
で

全
幅
員
を
確
保
す
る
よ
う
計
画

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
次

の
各
項
目
に
つ
い
て
も
、
引
き
続

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
の
突
き
出
し
場
所
の

提
供
に
ご
協
力
を

　

道
路
除
雪
を
行
う
上
で
、
除
雪

し
た
雪
を
も
っ
て
い
く
場
所
が
な

け
れ
ば
除
雪
は
で
き
ま
せ
ん
。
提

供
い
た
だ
い
た
場
所
は
、
雪
解
け

の
時
期
に
雪
ほ
ぐ
し
作
業
を
行
う

な
ど
、
消
雪
が
進
む
よ
う
に
し
ま

す
の
で
、
突
き
出
し
場
所
の
確
保

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
雪
の
突
き
出
し
場
所
に
ガ

ラ
ス
等
の
ご
み
が
含
ま
れ
危
険
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
の
要
請
は

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

　

限
ら
れ
た
時
間
に
限
ら
れ
た
数

の
除
雪
機
械
で
効
率
よ
く
除
雪
す

る
た
め
に
、
区
内
の
要
望
な
ど
は

区
長
さ
ん
が
ま
と
め
て
、
除
雪
対

策
本
部
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
え
て
、
除
雪
機
械
に
よ
る
破

損
や
支
障
等
が
確
認
さ
れ
た
と
き

は
、
な
る
べ
く
早
く
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

道
路
上
に
車
を
放
置
し
な
い
で

　

路
上
に
駐
車
し
た
ま
ま
の
車
が

あ
る
と
、
除
雪
の
支
障
に
な
り
ま

す
の
で
路
上
駐
車
は
し
な
い
よ
う

0

飯山市飯山市
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積雪10㎝以上で出動（平常時）
　夜中に降雪状況を確認。道路上の積雪 10センチ以上で
出動し、通勤・通学の時間帯までに早朝除雪を行います。
　また日中に連続した降雪がある場合には、帰宅時間を
考慮した日中除雪を行います。

今冬は市道362キロを除雪
　今年度、市では市道 362.29 キロについて除雪を行いま
す。使用する除雪車は合計で 81台です。
○タイヤドーザ 49台　ロータリー車 31台
　ブルドーザ１台

　　　除雪している道路の距離は？

　　　出動の目安は？
市で行う除雪の規模・目安について

冬期通行不能区間閉鎖予定（国・県道等）
路線名 閉鎖区間 距

離 閉鎖期間 備考

一般国道
403号

照岡字藤沢地先～
照岡字原地先（旧照岡牧場） 6.5 12/14 ㈪ 13:00 ～

  5/14 ㈪ 16:00
通年大型車
通行止

照岡字原地先（旧照岡牧場）～
照岡字照岡山地先（新潟県境・伏野峠） 4.8 11 / 7 ㈪ 13:00 ～

  6/15 ㈮ 16:00
通年大型車
通行止

主要地方道
95号

上越飯山線

一山字岩下地先（温井）～
一山田茂木平地先（田茂木池） 2.0 11 / 7 ㈪ 13:00 ～

  4/27 ㈮ 16:00
一山田茂木平地先（田茂木池）～
一山田茂木平地先（チェーン着脱所） 2.7 11 / 7 ㈪ 13:00 ～

  4/27 ㈮ 16:00
一山田茂木平地先（チェーン着脱所）～
一山字大神楽地先（新潟県境・関田峠） 3.0 11 / 7 ㈪ 13:00 ～

  5/25 ㈮ 16:00

一般県道
408号
飯山新井線

寿字堰下地先（顔戸）～
寿字大倉地先（新潟県境） 6.9 11 / 7 ㈪ 13:00 ～

  5/18 ㈮ 16:00

※規制開始前でも積雪の状況により通行不能となる場合があります。
　また、解除予定期日は、積雪状況により変更します。
　詳しくは、長野県北信建設事務所 飯山事業所までお問い合わせください。



百
年
百
年
百
年
百
年
百
年飯山スキー 100周年

　

日
本
で
初
め
て
の
ス
キ
ー
競
技

会
は
、
明
治
45
年
１
月
12
日
に
高

田
（
現
上
越
市
）
で
開
催
さ
れ
た

高
田
第
13
師
団
の
ス
キ
ー
競
技
会

だ
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
翌
年
の

大
正
２
年
２
月
８
日
、
飯
山
で
最

初
の
ス
キ
ー
競
技
会
が
城
山
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
競
技
会
は
、
中
学
生
・
小

学
生
の
ス
キ
ー
競
技
会
で
、
平
地

お
よ
び
傾
斜
地
で
の
滑
走
基
本
演

習
と
１
０
０
０
㍍
競
争
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
来
賓
２
５
０

名
の
ほ
か
、
多
く
の
見
物
人
で

ご
っ
た
が
え
し
て
い
た
様
子
が
、

当
時
の
新
聞
報
道
か
ら
読
み
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
小
賀
坂
や
伊
村
と

い
っ
た
市
内
ス
キ
ー
製
作
者
の
展

示
販
売
も
行
わ
れ
て
お
り
、
市
川

達
譲
が
ス
キ
ー
を
伝
え
た
翌
年
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
キ
ー
熱
の
盛

り
上
が
り
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

飯
山
で
は
、
こ
の
ス
キ
ー
競
技

会
を
手
始
め
に
、
日
本
ス
キ
ー
倶

楽
部
飯
山
支
部
が
主
催
す
る
ス

キ
ー
大
会
が
毎
年
開
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ス
キ
ー
技
術
も
飛
躍
的

に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
ス
キ
ー
大
会
は
、
大

正
２
年
２
月
11
日
に
、
高
田
で
開

飯山スキー 100周年飯山スキー 100周年 66666
ス
キ
ー
競
技
会
を
つ
う
じ
て

ス
キ
ー
飯
山
の
名
を
全
国
へ
発
信

催
さ
れ
、
飯
山
中
学
校
や
飯
山
ス

キ
ー
倶
楽
部
が
大
活
躍
し
ま
し
た

が
、
当
時
全
国
大
会
と
銘
打
っ
た

ス
キ
ー
大
会
は
、
高
田
ば
か
り
で

な
く
北
海
道
小
樽
な
ど
で
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
方
の
選
手

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
体
育
協
会
で
は
、
そ
う
し

た
状
況
を
打
開
す
べ
く
、
各
地
の

ス
キ
ー
団
体
と
協
力
し
て
全
国
を

統
一
し
、
大
正
12
年
２
月
、
第
１

回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
を

北
海
道
小
樽
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
は
、
ス
キ
ー
伝
来
か

ら
10
年
あ
ま
り
で
ス
キ
ー
が
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
認
知
さ
れ
た
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
全
国

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
は
、
途
中
戦

争
で
の
中
断
は
あ
り
ま
し
た
が
、

今
日
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

飯
山
地
方
に
お
い
て
も
、
昭
和

23
年
以
来
30
回
連
続
で
実
施
さ

れ
た
長
野
県
高
校
ス
キ
ー
大
会

（
以
後
は
長
野
県
ス
キ
ー
大
会
週

間
の
中
で
開
催
）
や
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
の
競
技
会
な
ど

数
多
く
の
ス
キ
ー
競
技
会
が
開
催

さ
れ
る
と
と
も
に
、
冬
期
間
の
体

育
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
ス
キ
ー

が
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
た
こ
と

で
技
術
向
上
が
図
ら
れ
、
昭
和
41

年
の
第
15
回
全
国
高
校
ス
キ
ー
大

会
に
は
、
飯
山
北
高
校
・
飯
山
南

高
校
の
同
点
優
勝
や
飯
山
南
高

校
の
７
連
勝
な
ど
飯
山
市
内
の
学

校
が
大
活
躍
し
、
ス
キ
ー
飯
山
の

名
を
全
国
に
広
め
ま
し
た
。

The 100th  Anniversary

「
な
が
の
飯
山
国
体
」
開
催
へ

　

平
成
13
年
２
月
、
ス
キ
ー
飯
山

に
と
っ
て
歴
史
的
な
大
会
と
な
る

第
56
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
（
な
が
の
飯
山

国
体
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な

が
の
飯
山
国
体
は
、
平
成
９
年
度

か
ら
市
役
所
内
に
国
体
準
備
室

を
設
置
し
、
平
成
10
年
度
か
ら

は
国
体
室
と
し
て
延
べ
３
年
間
に

渡
り
準
備
を
行
っ
て
き
た
大
規
模

な
大
会
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
や
企
業
、
行
政
機
関
が
協
力

の
も
と
、
47
都
道
府
県
２
３
４
８

人
が
競
技
に
参
加
し
、
観
客
も
約

２
万
４
０
０
０
人
に
達
す
る
大
成

功
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
飯
山
市
で

は
、
ス
キ
ー
観
光
や
産
業

の
発
展
と
と
も
に
、
競
技・

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ス
キ
ー

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

幾
人
も
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
輩
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
陰
に

は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
選
手

の
育
成
に
尽
力
し
て
い
た

だ
い
た
指
導
者
の
皆
さ
ん

や
多
く
の
大
会
を
運
営

し
、
何
日
間
も
整
備
や
大

会
準
備
に
あ
た
る
競
技
役

員
、
応
援
す
る
家
族
や
多

く
の
市
民
。そ
し
て
ス
キ
ー

飯
山
の
発
展
に
心
血
を
注

い
だ
先
人
の
苦
労
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

日
本
に
ス
キ
ー
が
伝
え
ら
れ

て
１
０
０
年
、
そ
の
間
２
度
の
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
し
て
い

る
我
が
国
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
ス

キ
ー
先
進
国
の
一
角
で
す
。
近
年

趣
味
嗜
好
の
多
様
化
に
よ
り
、
ス

キ
ー
に
携
わ
る
方
は
減
少
し
、
長

野
県
ス
キ
ー
発
祥
の
地
飯
山
に

お
い
て
も
、
ス
キ
ー
を
取
り
巻
く

状
況
は
好
転
し
て
い
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ス
キ
ー
飯
山

に
生
ま
れ
育
っ
た
多
く
の
人
々
に

よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ス
キ
ー
は

守
り
続
け
ら
れ
、
更
な
る
発
展
へ

の
道
が
模
索
さ
れ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。　
　
　
（
次
回
最
終
回
）

第１回全日本スキー選手権大会
に出場した飯山中学校チーム

7連覇の偉業を成し遂げ、市内を
パレードする飯山南高校の選手

長
野
県
・
飯
山
ス
キ
ー
１
０
０
周
年
記
念

第
19
回 

飯
山
市
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会
開
催

　
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
周
年
を
記

念
し
た
今
大
会
に
は
、
小
学
生
・

中
学
生
・
少
年
・
女
子
・
一
般
の

部
で
計
１
３
１
名
も
の
選
手
が
エ

ン
ト
リ
ー
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

飯
山
市
ゆ
か
り
の
選
手
が
メ
モ
リ
ア
ル
ジ
ャ
ン
プ

　
長
野
県
・
飯
山
ス
キ
ー
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
本
年
６

月
か
ら
人
工
芝
の
全
面
張
り
替
え
や
安
全
防
護
設
備
の
充
実
な
ど

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
（
総
工
費
１
億
６
０
０
０
万
円
）
を
進
め
て

い
た
市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
、
10
月
に
は
工
事
が
完
了
。

　
11
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
長
野
県
・
飯
山
ス
キ
ー
１
０
０
周
年

記
念
第
19
回
飯
山
市
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
プ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「みゆき野に　輝け友情　集う技！」を合言葉に
日本全国から選手が集い開催された「ながの飯山国体」

北
信
州
広
域
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

　

ス
キ
ー
産
業
が
低
迷
す
る
な

か
、
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
周
年
を

契
機
と
し
て
、
北
陸
新
幹
線
飯
山

駅
開
業
を
視
野
に
入
れ
た
北
信
州

エ
リ
ア
の
ス
キ
ー
観
光
戦
略
を
模

索
す
べ
く
、「
ス
キ
ー
１
０
０
周
年

北
信
州
広
域
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会
」
が
今
年
度
始
動

し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、
北
信
地
域
６

観
光
組
織
で
構
成
し
、会
長
に「
信

州
い
い
や
ま
観
光
局
（
理
事
長
：

月
岡
寿
男
副
市
長
）」、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
に
北
信
地
方
事
務
所
商
工
観

光
課
、
事
務
局
は
飯
山
市
商
工
観

光
課
が
務
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
具
体
的
な
広
域
の
取
組

と
し
て
、
県
の
「
元
気
づ
く
り
支

援
金
」
を
活
用
し
た
モ
デ
ル
的
な

旅
行
商
品
の
開
発
や
誘
客
観
光

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
実
施
、
広
域
ガ
イ

ド
の
作
成
な
ど
積
極
的
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
JR
東
日
本
や
旅
行

代
理
店
な
ど
と
も
連
携
し
た
取
組

や
、
Ｐ
Ｒ
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
新
幹
線
飯

山
駅
開
業
の
効
果
を
最
大
限
に
活

か
す
た
め
に
、
市
町
村
の
垣
根
を

越
え
た
ス
キ
ー
誘
客
活
動
等
を
強

力
に
推
進
し
ま
す
。

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
効
果
を
北
信
州
全
体
へ
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事
の
完
了
し
た
ジ
ャ
ン
プ
台
で
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
、
メ

モ
リ
ア
ル
ジ
ャ
ン
プ
で
は
、
現
在

世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
て
い
る
選

手
な
ど
市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
ゆ

か
り
の
選
手
達
が
ジ
ャ
ン
プ
を
披

露
し
、
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
周
年

と
市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
の
完
成

を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
６
日
の
ス
ペ
シ
ャ
ル

ジ
ャ
ン
プ
本
番
で
は
、
多
く
の
観

客
が
見
守
る
な
か
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
も
競
技
に
参
加

し
、
現
在
現
役
で
活
躍
し
て
い
る

竹
内
選
手
、
山
田
選
手
、
作
山
選

手
が
表
彰
台
を
独
占
。
世
界
で
活

躍
す
る
選
手
の
実
力
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
北
野
建
設
株
式

会
社
ス
キ
ー
部
監
督
兼
コ
ー
チ
の

横
川
さ
ん
か
ら
、「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
活
躍
す
る
選
手
と
ジ
ャ
ン
プ

長
野
県
・
飯
山
ス
キ
ー
１
０
０
周
年
記
念

市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
に
樹
木
な
ど
植
栽

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
や
関
係
者
１
７
０
人
以
上
が
参
加

　

10
月
22
日
、
市
営
飯
山
シ
ャ
ン

ツ
ェ
で
は
、
飯
山
市
ジ
ュ
ニ
ア
ス

キ
ー
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に

よ
る
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
県
の
元
気
づ
く

り
支
援
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
当
日
は
、
市
内
の
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
や
関
係
者
、
一
般
市
民

の
皆
さ
ん
約
１
７
０
人
が
参
加
し

て
、
モ
ミ
や
サ
ク
ラ
な
ど
の
樹
木

60
本
、
ス
イ
セ
ン
や
シ
バ
サ
ク
ラ

な
ど
の
花
卉
約
５
１
０
０
を
植
栽

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
途
中
か
ら
降
り
出

し
た
雨
に
も
め
げ
ず
、
新
装
成
っ

た
ジ
ャ
ン
プ
台
に
文
字
ど
お
り
花

を
添
え
ま
し
た
。

を
始
め
た
ば
か
り
の
小
学
生
が
一

緒
に
大
会
を
行
え
る
ジ
ャ
ン
プ
台

は
全
国
で
も
こ
こ
だ
け
で
、
素
晴

ら
し
い
大
会
で
し
た
。
全
日
本
で

も
ぜ
ひ
飯
山
の
ジ
ャ
ン
プ
台
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
伝
来
１
０
０
周
年
を
契

機
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
完
了
し
た

市
営
飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
か
ら
、
こ

れ
か
ら
も
世
界
で
活
躍
す
る
選
手

が
た
く
さ
ん
育
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新装成ったミディアムヒ
ル・スモールヒルをバッ
クに、足立市長と記念撮
影を行うゲストジャン
パー（写真右から）

　小山　祐　選手
　竹内　択　選手
　荻原健司　選手
　足立正則　市長
　作山憲斗　選手
　山田大禧　選手
　青木純平　選手
　田中耕介　選手

2011FIS 国内ランキングトップの実力を発
揮し、優勝を飾った竹内択選手のジャンプ

足立市長による植栽作業


